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学問的に、技術的に高い水準の医療を
提供します。そのために必要な施設・
設備の整備拡充に努めます。

高
度
医
療

診療科目 ご案内
ご来院の際は４００台収容可能の
駐車場をご利用ください。

●外来受診・お見舞い
　４時間まで・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００円
　以降１時間毎に・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２００円
●検査・手術付添等に関わる長時間滞在
　８時間まで・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００円
　以降１時間毎に・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２００円
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E-mail：info@shinkomonji-hp.jp
http://www.shinkomonji-hp.jp

NPO法人列島会
創造館クリエイティブハウス 印刷事業部

企  画

検 索新 小 文 字 病 院
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患者と医療情報を共有し、急性期治療から早期リ
ハビリ、在宅医療まで一貫した、患者のニーズに沿っ
た安全で安心できるチーム医療を提供します。

総
合
医
療

地域の医療・福祉施設と密接な連携を図り、い
つでも誰でも安心して利用できる、救急医療に
重点を置いた地域医療の中核病院を目指します。

地
域
医
療

内　　　科 消化器内科 内分泌・糖尿病内科
循環器内科 呼吸器内科 外　　　科 呼吸器外科
整 形 外 科 リウマチ科 形 成 外 科 皮　膚　科
泌 尿 器 科 放 射 線 科 脳神経外科 脊髄脊椎外科
救　急　科 病理診断科 リハビリテーション科 麻　酔　科

至門司港

新小文字病院
ウエスト

門司駅

北九州都市高速 4号線

トライアル

大里IC

手向山

大里戸ノ上

大里本町三丁目

戸ノ上一丁目

西鉄バス 新小文字病院前バス停で下車すぐ

門　司
郵便局

至小倉 JR鹿児島本線
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駐車場のご案内交通アクセス

71

Desig
n

松原二丁目

1. 平等な治療を受ける権利があります。
患者は、その社会的経済的地位、国籍、人種、宗教、年齢、病気の種類によっ
て差別されずに、平等な治療を受ける権利を持っています。

2. 治療を自己決定できる権利があります。
患者は、医師による明確でわかりやすい言葉で十分な説明を受けた後で、治療
を受ける権利、あるいは治療を受けることを拒む権利があります。

3. 情報を知る権利と情報を提供する責務があります。
患者は、医師による診断・治療、または変わり得る治療方法・予後、今後予測さ
れる問題に関して知る権利を持っています。患者は、自身の症状や健康に関す
る正確な情報を提供し、治療に積極的に参加する責務があります。

4. セカンドオピニオンを受ける権利と
プライバシーが守られる権利があります。
患者は、自分の医療内容に対して、医師と共同して選択する権利、他の医師か

らの意見・相談を得る権利、いかなる場合であっても人格的に扱われ、患者自
身の診療に関する全てのプライバシーに関して、万全の配慮を受ける権利を
持っています。

5. 相談する権利があります。
患者は、十分な情報を得、利用可能な財政的支援について相談する権利を持っ
ています。

6. 良質な医療を速やかに受ける権利があります。
患者は、効果的医療行為を速やかに行われることを要求する権利、継続的に
支持、検討された質の高い医療を受ける権利を持っています。

7. 病院秩序を守る責務があります。
患者は、全ての患者が安全で良質な医療を受けられるように配慮して頂くとと
もに、職員が適切な医療を行うことを妨げないよう協力する責務があります。
また、医療費を適正に支払う責務があります。

患者の権利と責務

基本方針

「ＪＡＬ Ｃｌａｓｓｉｃ Ｊａｐａｎ Ｒａｌｌｙ 2019」
ゴールの門司港

「ＪＡＬ Ｃｌａｓｓｉｃ Ｊａｐａｎ Ｒａｌｌｙ 2019」
ゴールの門司港

たけはら内科クリニック
かかりつけ医㉕

病棟シリーズ　第５回
脳神経外科、内分泌・糖尿病内科病棟　副師長　木村 美保

令和2年度新入職員70名
活躍誓う

令和2年度
研修医・新任医師のご紹介

新型コロナウイルス感染症の発生について
院長　甲斐 秀信

医師臨床研修指定病院とは？
地域医療課　二木 大義

乳癌「予防」と「検診」のススメ
健診室 医師　辻 麻衣子

５月、6月の健康講座・施設参加型研修会を延期させて頂くこととなりました。
今後の日程については、決定次第、当院ホームページにてお知らせいたします。

新型ウイルス感染予防のため新型ウイルス感染予防のため

新入職員70名活躍誓う



感
染
対
策

　
本
部
の
設
置

　

ま
ず
我
々
が
と
っ
た
行
動
は
、４
月

１
日
に
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ̶

１
９
院
内
感

染
対
策
本
部
を
設
置
し
て
、
万
全
の

感
染
対
策
を
講
じ
た
こ
と
で
し
た
。

　

以
後
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
当
院
に

日
ご
と
に
割
り
当
て
ら
れ
た
検
査
数

に
応
じ
て
、
予
め
優
先
順
位
を
つ
け
て

お
い
た
順
に
実
施
し
、４
月
９
日
ま
で

に
総
計
９
２
１
名
に
対
し
て
検
査
結

果
が
判
明
い
た
し
ま
し
た
が
、
当
初

に
判
明
し
た
患
者
１
名
と
濃
厚
接
触

者
１９
名
の
ほ
か
に
は
、１
名
も
陽
性

者
は
出
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
、
何
故
、Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ̶

１
９
院

内
感
染
が
発
生
し
た
か
に
つ
い
て
は
、

新
小
文
字
病
院
は
元
来
、
急
性
期
医

療
に
お
け
る
診
療
レ
ベル
は
十
分
に
高

い
半
面
、院
内
感
染
対
策
に
つい
て
は
、

　

新
小
文
字
病
院
は
、
元
来
急
性
期

医
療
に
強
い
病
院
と
し
て
の
定
評
を

受
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
感

染
対
策
に
も
強
い
病
院
と
し
て
医
療

現
場
に
復
帰
い
た
し
ま
す
の
で
、一層

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
いい
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ̶

１
９
院
内
感
染
対
策
に

お
き
ま
し
て
監
督
、ご
指
導
を
賜
り

ま
し
た
北
九
州
市
保
健
所
、
厚
生
労

働
省
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
班
、Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
新
小
文
字
病
院
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
院
内
感
染
発
生
に
つ

き
ま
し
て
は
、
多
く
の
方
々
に
ご
迷

惑
、ご
心
配
を
お
か
け
い
た
し
ま
し

た
こ
と
を
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
の
お

蔭
を
も
ち
ま
し
て
、
令
和
２
年
４
月

２４
日
に
は
、
北
九
州
市
保
健
所
よ
り

病
院
再
開
の
許
可
を
頂
き
ま
し
た
の

で
、こ
の
間
の
経
緯
を
簡
単
に
ご
説

明
申
し
上
げ
、
そ
し
て
今
回
の
よ
う

な
問
題
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
心

を
新
た
に
い
た
し
ま
し
て
、
お
詫
び
の

言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
詫
び

　

令
和
２
年
３
月
３１
日
、
同
３
月
１６

日
か
ら
頭
部
外
傷
で
救
急
入
院
し
て

い
た
患
者
の
発
熱
精
査
の
結
果
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ̶

１
９
Ｐ
Ｃ
Ｒ
陽
性
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
の
で
、
速
や
か
に

保
健
所
に
報
告
い
た
し
ま
し
た
。
翌

発
生
の
要
因
と

　
　
直
後
の
措
置

４
月
１
日
に
は
こ
の
患
者
を
感
染
症

専
門
医
療
施
設
へ
搬
送
し
、こ
の
患

者
と
の
濃
厚
接
触
者
と
見
な
さ
れ
る

医
療
従
事
者
７８
名
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が

実
施
さ
れ
、こ
の
う
ち
の
１９
名
が
陽

性
で
あ
っ
た
た
め
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生

と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。
直
ち
に
す
べ

て
の
診
療
を
停
止
し
、こ
の
日
を
０
日

と
す
る
１４
日
間
の
経
過
観
察
期
間
が

定
め
ら
れ
、
北
九
州
市
保
健
所
の
管

理
指
導
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
時
点
で
の
入
院
患
者
は
１

８
１
名
で
あ
り
、
経
過
観
察
期
間
中

の
退
院
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
に
経
験
し
た
他
の
感
染
症
と

戦
う
に
は
十
分
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
が
、Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ̶

１
９
を
封
じ
込

め
る
レ
ベ
ル
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
、

と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
に
し
て
、そ
れ
以
後
の
封

じ
込
め
に
成
功
し
た
の
か
と
い
え
ば
、

直
ち
に
設
置
し
た
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ̶

１
９

感
染
対
策
本
部
が
十
分
に
機
能
し
、

全
職
員
が
団
結
し
て
感
染
対
策
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
に
加
え
、
陽
性
職
員

の
１９
名
が
基
本
的
に
は
健
康
で
あ

り
、感
染
し
た
け
れ
ど
も
発
病
せ
ず
、

冷
静
に
自
ら
の
行
動
を
律
し
正
し
い

対
応
を
し
て
く
れ
た
結
果
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
こ
の
よ
う
な
事
例
を
繰
り
返

さ
な
い
た
め
に
は
、
感
染
防
御
に
対

す
る
全
職
員
の
意
識
を
等
し
く
高

め
、こ
れ
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
、
具
体
的
に
は
院
内
感
染
対
策

委
員
会
の
活
動
を
通
じ
て
教
育
を
盛

ん
に
し
、
指
導
を
徹
底
さ
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
密
に
な
り

が
ち
な
共
有
スペ
ー
ス
の
衛
生
管
理
や

職
員
が
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
パソ

御
礼
と

　
今
後
の
抱
負

コ
ン
な
ど
の
共
有
機
器
を
汚
染
か
ら

守
る
た
め
の
消
毒
処
置
を
常
時
行
う

こ
と
も
重
要
で
す
。
さ
ら
に
は
、
院

内
の
感
染
対
策
活
動
に
つ
い
て
、Ｋ
Ｒ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
に
よ
る
第
三
者
の
評
価

を
定
期
的
に
受
け
、ゆ
る
み
の
無
い

体
制
を
作
り
上
げ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

分
析
と

　
今
後
の
対
策

感
染
発
生
原
因
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に
つい
て

当
院
に
お
け
る

新
小
文
字
病
院

甲
斐 

秀
信

院
長

❶福岡県出身。

❷この度、新小文字病院に入職となりました植田と申します。脳卒中を中心とした
　 脳神経外科疾患の治療にしっかりと従事させて頂きます。よろしくお願い致します。

日本脳神経外科学会

日本脳神経外科コングレス

日本神経内視鏡学会

日本脳卒中学会

免許・資格 所属学会

植田 邦裕
うえた 　    くにひろ

産業医科大学 医学部 卒業

医学博士

脳神経外科

日本脳神経外科学会専門医

日本脳卒中学会認定脳卒中専門医

日本神経内視鏡学会技術認定医

令和２年度

新任医師

研修医

❶鹿児島県出身。お酒全般が好きです。

❷何事にも積極的に挑戦したいです。

❸膝が壊れていますが、スポーツ大好き
です。映画が好きでＴＳＵＴＡＹＡで働
いていました。

❹雑草魂。

津 留  陸

❶宮崎県出身。ノリと勢いで九州を北上
してきました。

❷持ち前の明るさでどんなことにも前向き
にチャレンジしたいです。

❸アウトドアな趣味はカメラや飲み会で、
インドアな趣味は動画作りとYouTube
です。

❹モットーは「笑顔を忘れない」です。

❶

❷

❸

❹

髙 山  真 緒
大分大学 医学部 医学科卒業

金 川  知 憲
宮崎大学 医学部 医学科卒業長崎大学 医学部 医学科卒業

つどめ　　 りく たかやま  　　ま  お かながわ　　とものり

長崎大学 医学部 医学科卒業 大分大学 医学部 医学科卒業

❶福岡県出身。暴飲暴食しても太らな
いのが特徴です。

❷たくさん成長して、同期に負けないよう
に頑張ります。

❸釣り、一人旅、ＹｏｕＴｕｂｅ、アニメ。

❹ごきげんよう。

全体の集合写真は
８Pに掲載。
① 自己紹介 ② 抱負
③ 趣味、特技 ④ 好きな言葉研修医・新任医師の紹介

山下 直樹
やました なおき

呼吸器外科

❶北九州市出身。

❷初期研修からお世話になっているこの病院が大好き。
　今後は僕がこの病院に恩返しして、地元の医療を支えて
　いきたい。

❸バスケットボール、けん玉4段。

❹諦めたら、そこで試合終了だよ。

日本胸部外科学会
日本呼吸器外科学会
日本外科学会
日本呼吸器学会
日本呼吸器内視鏡学会

所属学会

久留米大学

医学部医学科 卒業

❶福岡県出身。どんな環境でも柔軟に対応できる
　臨機応変さが取りえです。

❷常に向上心を忘れず、また初心も忘れずに仕事に取り組む。

❸音楽鑑賞。

❹「よく学び、よく遊べ」

なべしま まさのり

鍋島  匡範

外　　科

日本外科学会
日本臨床外科学会

所属学会

熊本大学

医学部医学科 卒業

Heart to Heart3 2Heart to Heart



ス
ス
メ

乳
癌

と

の

予
防

検
診

辻 

麻
衣
子

健
診
室 

医
師

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
数
十
年
間
に
わ
た
り
、
計
10
万

2
0
9
8
人
の
女
性
を
対
象
に
行

わ
れ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
1
日
10

本
以
上
の
タ
バ
コ
を
20
年
以
上

吸
っ
て
い
た
人
は
、
非
喫
煙
者
に

比
べ
て
浸
潤
性
の
乳
癌
を
発
症
す

る
リ
ス
ク
が
約
30
％
高
か
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
受
動
喫
煙

も
乳
癌
リ
ス
ク
と
関
連
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
に
は
、
肥
満
が
乳
癌
発

症
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
は
確
実

で
す
。
乳
癌
細
胞
の
成
長
を
促
す

女
性
ホ
ル
モ
ン
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

の
増
加
が
原
因
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
が
乳
癌
発
症

リ
ス
ク
を
高
め
る
の
は
確
実
で
、

　

個
人
的
に
は
１
年
に
１
回
の
検

診
を
お
勧
め
し
ま
す
。
自
分
の
乳

房
の
タ
イ
プ
を
知
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
乳
癌
だ
け
で
な
く
生
活
習

慣
を
整
理
す
る
こ
と
は
と
て
も
大

切
で
す
。

　

日
本
で
は
、
１
年
間
に
お
よ
そ

5
3
，
0
0
0
人
の
女
性
が
乳
癌

と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
乳
癌
の

特
徴
は
、
40
歳
か
ら
50
歳
代
の
女

性
に
特
に
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
で

す
。
40
歳
か
ら
50
歳
の
乳
癌
発
生

率
は
、
こ
の
20
年
間
で
約
２
倍
に

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
乳
癌
で
亡
く
な
る
女
性

は
１
年
間
に
1
2
，
0
0
0
人
で
、

40
歳
か
ら
50
歳
代
の
女
性
に
お
け

る
が
ん
死
亡
の
25
％
を
占
め
て
お

り
、
こ
の
年
代
の
女
性
に
と
っ
て

最
も
多
い
癌
死
亡
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。　

か
か
わ
ら
ず
、
乳
癌
死
亡
率
は
減

少
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
、
40
歳
以
上
の
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
や
乳
腺
超
音
波
検

査
に
よ
る
乳
癌
検
診
の
受
診
率
は

20
％
程
度
で
す
。
こ
の
結
果
、
わ

が
国
で
は
乳
癌
発
生
率
が
増
加
し
、

そ
れ
に
比
例
す
る
形
で
乳
癌
死
亡

率
も
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。

マンモグラフィでは乳癌病変も白

●マンモグラフィで乳癌が見つからないケース

●乳房の構成

● 自己触診の
　 タイミング

● 自己触診の方法

乳房自己触診で
早期発見

乳房触診のタイミングとして
は月経終了後、２～３日後に
行うのがbetterと言われてい
ます。
健診での視触診に関しては
様々な報告がありエビデンス
もはっきりしていませんが自己
触診とすることは同じです。

閉経前の方 ……月経終了後、１週間以内の乳房のもっとも柔らかい時期に行いましょう
閉経後の方 ……毎月一定の日を決めて行いましょう

● 乳癌は唯一自分で発見できる「がん」です
● 月１回の自己触診は、乳癌の早期発見に極めて有効です
● 乳癌は早期発見すればほとんど治りますし、乳房を温存することもできます

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
乳
癌

検
診
は
、
乳
癌
死
亡
率
を
減
ら
す

と
い
う
意
味
で
、
有
効
で
あ
る
こ

と
が
科
学
的
に
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
多
く
の
先
進
諸
国
で
は
、
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
乳
癌
検
診

が
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
乳

癌
発
生
率
が
増
加
し
て
い
る
に
も

女性の部位別がん罹患率 2006年
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摂
取
量
が
増
加
す
る
ほ
ど
リ
ス
ク

も
高
く
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩

す
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
見
る
乳
腺

タ
イ
プ
で
は
乳
腺
超
音
波
検
査
を

受
け
た
ほ
う
がbetter

な
女
性
も

い
ま
す
。
高
濃
度
乳
房（D

ense-
B
reast

）と
言
わ
れ
る
タ
イ
プ
の

場
合
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
で

は
癌
の
判
別
が
難
し
い
た
め
見
逃

し
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。　

一
般
に
日
本
人
は
欧
米
人
と
比
べ

て
乳
腺
濃
度
が
高
い
た
め
に
デ
ン

ス
ブ
レ
ス
ト
の
比
率
が
高
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

で
白
い
乳
房
の
方
は
乳
腺
超
音
波

検
査
を
推
奨
し
ま
す
。　

喫 

煙

1

肥 

満

2
飲 
酒

3

喫　煙
過食・塩分過多

飲　酒 ストレス

⑤ しこりかな？と思ったら反対側の
 対照的な位置と比べてみてください
 （しこりは指と肋骨の間に挟むと
 良くわかります）

入浴後など鏡の前で両腕を上げたり下げたりして
・乳房の姿をよく観察しましょう
・乳房に「ひきつれ」「くぼみ」「変色」がないか観察しましょう
・乳房から「異常な液がでていない」か 観察しましょう

・乳首を軽くつまみます
・異常な液が出ないかよく観察しましょう
（特に血液がまざったような液はでませんか）

次は
見て

STEP 2
最後に
しぼって

STEP 3

STEP 1
まずは
触って

① 横になり、一方の手を頭の後ろにおきます
② もう一方の手の指をそろえ、指のはらで
 乳房を上から柔らかく押さえるように
 触れます

③ 内側半分と外側半分に別けて矢印の方向に
 軽く押しながら触ります（反対側も同様に）
④  そろえた指のどれかに他と異なった硬さの
 ものが触れないか試してみてください

高濃度乳房

脂肪性 乳腺散在 不均一高濃度 （極めて）高濃度

乳房全体が脂肪であるため
マンモグラフィでは全体が黒く
描出されます

マンモグラフィ上では
白く描出される乳腺がまばら
に散在しています

乳腺散在より乳腺が多く
全体的に白く描出されます

乳房全体が乳腺のため
マンモグラフィ上では全体が
白く描出されます

右乳癌の70歳代女性の
マンモグラフィ

正常な50代女性の
マンモグラフィ

乳癌

乳癌マンモグラフィでは乳癌病変も白

超音波（エコー）検査

運動不足

乳
癌
と
生
活
習
慣

２
年
に
１
回
の

乳
癌
検
診
を

乳
癌
と
生
活
習
慣

海
外
と
比
較
し
た
日
本

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

www.sskclinic.jp
せんだい総合健診クリニック「高濃度乳房」より引用

Heart to Heart5 4Heart to Heart



〒800-0048
福岡県北九州市門司区稲積１丁目１１-２

093-382-1616
内科・呼吸器内科・消化器内科

住 所

TEL

診療科

院 長

学 歴

専門医等

● 木曜・土曜の午後、日曜日、祝日／休診

武原 英樹

※ホームページアドレス http://takeharaclinic.com

　

当
院
は
平
成
24
年
10
月
9
日
に

稲
積
地
区
に
て
開
院
致
し
ま
し
た

内
科
診
療
所
で
す
。
地
元
の
か
か

り
つ
け
医
と
し
て
喉
や
肺
の
病
気
、

胃
腸
の
病
気
、生
活
習
慣
に
起
因
す

る
高
血
圧
、糖
尿
病
や
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
、更

に
は
通
院
が
難
し
く
な
っ
た
患
者

様
へ
の
在
宅
で
の
治
療
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
当
院
に
て
対
応

の
難
し
い
場
合
に
は
新
小
文
字
病

院
を
は
じ
め
地
域
の
中
核
病
院
と

密
接
に
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い

ま
す
。

　

当
院
に
定
期
的
に
受
診
さ
れ
る
、

か
か
り
つ
け
患
者
様
や
初
め
て
受

診
し
た
患
者
様
の
中
に
は
急
に「
胸

が
痛
く
な
っ
た
」「
息
苦
し
い
」「
お

腹
が
痛
く
な
っ
た
」「
右
手
が
し
び

れ
て
き
た
」と
い
っ
た
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
す
。
こ
の
様
な
状
況
で
は
一

刻
も
早
く
適
正
な
対
応
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
気
胸
や
心
筋
梗
塞
、腸

閉
塞
、脳
梗
塞
と
い
っ
た
一
刻
も
速

く
救
急
対
応
が
必
要
な
患
者
様
が

お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合

に
は
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
に
て
迅
速
に

患
者
を
受
け
入
れ
て
頂
き
、集
中
治

療
し
て
回
復
し
た
後
に
ま
た
元
気

に
当
院
に
通
院
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、救
急
患
者
へ
の
対
応
だ
け

で
な
く
高
血
圧
や
疲
労
と
い
っ
た

日
常
に
よ
く
遭
遇
す
る
徴
候
で
も

「
原
発
性
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
症
」や

「
甲
状
腺
機
能
亢
進
」と
い
っ
た
病

気
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
患
者
様
へ
も
丁

寧
に
対
応
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
当
院
に
て
対
応
で

き
な
い
こ
と
を
１
年
間
、３
６
５

日
、無
休
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
頂

き
非
常
に
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

診
療
所
で
の
内
科
診
療
の
中
で

は
患
者
様
の
様
々
な
訴
え
が
あ
り

ま
す
。
問
診
の
中
で
ス
ト
レ
ス
に
起

因
し
た
訴
え
も
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
高
齢
と
な
っ
た
夫
婦
２
人

暮
ら
し
や
1
人
暮
ら
し
の
患
者
様

も
多
く
な
り
、様
々
な
不
安
を
持
ち

な
が
ら
も
生
活
さ
れ
て
お
り
、そ
の

よ
う
な
患
者
様
の
訴
え
に
対
し
て

傾
聴
と
ま
で
は
ゆ
き
ま
せ
ん
が
聞

く
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
が
、う

ま
く
聞
け
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
。

　

ま
た
、一
般
的
な
症
状
の
中
に
大

き
な
病
気
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
咳
、便
秘
を
訴
え
て
受

診
さ
れ
て
も
肺
癌
で
あ
っ
た
り
大

腸
癌
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
大
き
な
病
気
を
早
期
に

発
見
す
る
為
に
早
め
の
検
査
を
勧

め
て
い
ま
す
。

　

診
療
所
が
得
意
な
こ
と
、病
院
で

し
か
で
き
な
い
こ
と
等
を
う
ま
く

補
完
し
合
い
な
が
ら
地
域
の
皆
様

の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

かかりつけ医
紹介 ㉕

「
明
る
く
、
優
し
く
、
誠
実
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

た
け
は
ら
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人　

英
真
会

ク
リ
ニ
ッ
ク
の

概
要
と
特
色

新
小
文
字
病
院
と
の

連
携
に
つ
い
て

院
長　

武
原　

英
樹

月診察・受付時間 火 水 木 金 土

9：00～12：30午前

午後 15：00～18：00

医学博士
（岡山大学第二内科呼吸器グループ）
日本内科学会内科 専門医
日本産業衛生学会 指導医
日本医師会認定 産業医

今
後
の
目
標
と

仕
事
を
す
る
上
で

心
が
け
て
い
る
こ
と

地
域
の
皆
様
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

医
師
臨
床
研
修
指
定
病
院
と
は
、
厚
生
労

働
省
の
審
査
を
受
け
て
指
定
さ
れ
、
研
修
医

の
初
期
臨
床
研
修
を
任
さ
れ
た
病
院
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
特
に
急
性
期
の
病
院
と
し
て

の
機
能
を
有
す
る
こ
と
が
指
定
の
条
件
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

初
期
臨
床
研
修
と
は
、
医
学
部
を
卒
業
し

医
師
免
許
を
取
得
し
た
医
師
が
必
ず
行
う
初

期
研
修
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
医
師
と
し
て

の
基
本
的
な
知
識
・
手
技
な
ど
は
こ
の
期
間

に
習
得
さ
れ
る
た
め
、 

医
師
の
教
育
に
お
い

て
特
に
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在

の
初
期
臨
床
研
修
制
度
は
平
成
16
年
４
月
よ

り
導
入
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
基
本
理
念
は
、「
医

師
と
し
て
の
人
格
を
涵
養
し
、
将
来
の
専
門

性
に
か
か
わ
ら
ず
、
医
学
・
医
療
の
果
た
す
べ

き
社
会
的
役
割
を
認
識
し
つ
つ
、
一
般
的
な

診
療
に
お
い
て
頻
繁
に
関
わ
る
負
傷
又
は
疾

病
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
基
本
的
な

診
療
能
力（
態
度
、
技
能
、
知
識
） 

を
身
に
つ

け
る
」こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
基
本
理
念
の
下
、
医
師
臨
床
研
修
指

定
病
院
が
北
九
州
市（
人
口
9
6
・
1
3
万
人
）

に
は
14
施
設
あ
り
、
そ
の
う
ち
門
司
区（
人
口

9
・
6
1
万
人
）は
当
院
の
み
が
唯
一
の
指
定

を
受
け
、
平
成
16
年
よ
り
こ
れ
ま
で
68
名（
現

研
修
医
含
む
）も
の
研
修
医
を
受
入
れ
、
指
導

医（
研
修
医
の
指
導
を
行
う
医
師
）
11
名
で

日
々
医
師
と
し
て
の
基
礎
教
育
、
育
成
に
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
体
制
は
、『
24
時
間
3
6
5
日

断
ら
な
い
救
急
』を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
域
の
救

急
医
療（
年
間
救
急
搬
入
台
数
は
4
，
0
0
0

台
、
救
急
外
来
受
診
者
6
，
0
0
0
人
）を
は

じ
め
、
急
性
期
医
療
で
医
療
技
術（
診
断
・
手

技
の
技
術
）を
修
練
し
、
自
ら
が
最
前
線
で
考

え
、
身
体
を
動
か
し
、
結
果
を
出
す
と
い
う
経

験
を
幾
度
も
反
復
す
る
こ
と
で
基
礎
を
学
び
、

経
験
の
不
足
は
知
識
と
エ
ビ
デ
ン
ス
を
味
方

に
つ
け
、
実
践
的
医
療
を
数
多
く
経
験
す
る

こ
と
で
臨
床
に
強
い
医
師
を
育
て
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
課　

二
木 

大
義

　

５
階
の
脳
神
経
外
科
、
内
分
泌
・
糖
尿
病

内
科
病
棟
で
副
師
長
を
務
め
て
い
ま
す
木
村

で
す
。

　

病
棟
の
特
徴
と
し
て
、
脳
神
経
外
科
で
は

脳
血
管
疾
患
を
は
じ
め
脳
腫
瘍
や
頭
部
外
傷

な
ど
機
能
的
疾
患
な
ど
で
様
々
な
患
者
さ
ん

が
入
院
さ
れ
て
い
ま
す
。
麻
痺
や
意
識
障
害

の
あ
る
方
、
自
分
の
意
思
を
表
す
事
が
困
難

な
方
が
多
く
、
少
し
で
も
自
分
の
機
能
を
回

復
さ
せ
る
べ
く
入
院
・
手
術
後
か
ら
早
期
リ

ハ
ビ
リ
訓
練
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入

院
患
者
さ
ん
の
多
く
が
高
齢
者
で
あ
り
入
院

を
き
っ
か
け
に
せ
ん
妄
、
認
知
機
能
が
低
下

す
る
患
者
さ
ん
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

が
進
行
し
ま
す
と
昼
夜
が
逆
転
し
食
欲
低

下
、
リ
ハ
ビ
リ
意
欲
の
低
下
と
身
体
機
能
の

回
復
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち

看
護
師
は
せ
ん
妄
・
認
知
機
能
予
防
の
た
め
、

日
常
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
ケ
ア
と
し
て

認
知
症
認
定
看
護
師
と
と
も
に
院
内
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
体
操
、
折
り
紙
、
季
節
に
合

わ
せ
た
塗
り
絵
、
書
道
、
水
彩
画
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑

賞
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

内
分
泌
・
糖
尿
病
内
科
で
は
、
糖
尿
病
を

始
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
や
高
血
圧
の
原
因

と
な
る「
原
発
性
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
症
」の

診
断
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
教
育
入
院
は
約
２
週
間
で
糖
尿
病

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
頂
く
と
と
も

に
、
今
後
の
療
養
生
活
や
食
生
活
な
ど
を
医

師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど

の
他
職
種
が
連
携
を
図
り
、
分
か
り
や
す
く

丁
寧
に
指
導
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
日
常
生

活
が
よ
り
良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
ご
家
族

の
方
を
含
め
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
ご
納
得
い
た
だ
け
る
看
護
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
か
ら
入

院
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
ス
タ
ッ
フ
一
同
、精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昭和62年
産業医科大学卒業

たけはら内科クリニック
脳
神
経
外
科
、内
分
泌・糖
尿
病
内
科
病
棟 

副
師
長
　
木
村 

美
保

第
5
回

病
棟
シ
リ
ー
ズ

至門司港至小倉

3

大里南小学校前

大里新町

東新町一丁目

西門司小学校前

西新町公園前

原町別院

セブンイレブン

トライアル
出光

門司
藤松
郵便局

大里南小

ファミリー
マート

新小文字病院

藤松三丁目

ジョイフル

サンキュー
ドラッグ

セブンイレブン

西門司
交番

藤
松
20
号
線

グッデイ

鹿児島本線

東新町 別院通り

西門司小

鎮西
敬愛学園

たけはら内科クリニック

マックス
バリュ

泉ヶ丘稲積

市営馬寄団地

社
ノ
木 

上
藤
松
１
号
線

臨床研修病院指定証

医
師
臨
床
研
修

　
　
指
定
病
院
と
は

？
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